
今、必要とされている学力やよりよい学習・生活習慣について、御家庭でできることは何かを考えていきましょう。今、必要とされている学力やよりよい学習・生活習慣について、御家庭でできることは何かを考えていきましょう。

「世界と向き合い未来の創り手として輝き続ける人」を目指して

～「令和４年度さいたま市学習状況調査」の結果より～
「令和４年度さいたま市学習状況調査」（令和５年１月1１日・１２日実施）の結果について
お知らせします。御家庭等において、子どもたちの日々の生活や学習の状況を振り返り、よりよい学習・生活習慣について話し合う際に、 「学力向上ポートフォリオ(児童生徒版)」と併
せて、本リーフレットをお役立てください。

児童生徒・保護者向けリーフレット（小学校版）児童生徒・保護者向けリーフレット（小学校版）

今、必要とされている学力やよりよい学習・生活習慣について、ポートフォリオ（児童生徒版）を振り返った
り、生活習慣と学力の関係を考えたりすると、御家庭でできることのヒントを見付け出すことができます。

さいたま市立教育研究所 検索

さいたま市
学習状況調査

全国の
調査結果

国立教育政策研究所 検索

学力に関する調査

「令和４年度さいたま市学習状況調査」調査の概要・結果、本年度からの新たな取組について

学年 国語 算数・数学 理科 社会

小３ 61.7 71.2 － －

小４ 70.5 62.0 － －

小５ 66.4 65.1 62.1 75.8

小６ 68.9 66.7 67.8 77.2

中１ 64.3 66.7 53.2 59.9

中２ 73.9 55.6 58.4 65.0

中３ 63.0 54.9 50.0 48.1

現在、様々な調査がCBTで行われていること

や、CBTの実施によるメリットを考え、本年度

より、学力に関する調査もCBTで実施しました。

デジタルの優位性を生かした問題～QRコードから調査問題に取り組んでみましょう～（正答例は裏面に記載）



※縦軸は平均正答率

キーワードは「情報活用能力」と「よりよい学習・生活習慣の定着」

生活習慣と学力の関係から、どのようなことに気を
付けて過ごしていけばよいのだろう。

自分の学習・生活習慣を振り返り、よりよい習慣を身に付けていきましょう。

「学習」や「生活習慣」をよりよくするヒントを考えることはできましたか?

大切なことは、自分の学習・生活習慣を振り返り、
改善できるようにしていくことです。

よりよい学習・生活習慣と学力（ここでは平均正答率）との関係
端末利用に当たっての児童生徒の健康への配慮等に関する啓発リーフレット

学習の基盤となる資質・能力「情報活用能力」とは

※表面の調査問題の正答：小５理科（イ）小６算数（イ）

情報活用能力は学びを支える基盤です。 ※本ページデータは全て６年生の数値

※縦軸は平均正答率

※縦軸は平均正答率

※縦軸は入力文字数
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